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第２４回東京地評定期大会告示

議長 矢吹義則
［日時］９月２８日（日）

１０時開会
［会場］すみだリバーサイドホール

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は

8
月
4
日
、
全
都
道
府
県
1

0
0
0
円
超
と
な
る
6
％
引

上
げ
と
な
る
目
安
額
を
答
申

し
ま
し
た
。
東
京
が
入
る
Ａ

と
Ｂ
ラ
ン
ク
は
63
円
、
Ｃ
ラ

ン
ク
は
64
円
、
3
ラ
ン
ク
制

に
移
行
し
て
初
め
て
ラ
ン
ク

差
が
生
じ
ま
し
た
。
政
府
目

標
（
年
7
・
3
％
増
）
に
は

及
ば
な
い
も
の
の
連
合
春
闘

5
・
25
％
よ
り
も
高
い
伸
び

率
と
な
っ
た
の
は
世
論
の
高

ま
り
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
目
安
通
り
の
引
上
げ

で
、
東
京
は
1
2
2
6
円
、

月
20
日
、
8
時
間
働
い
た
と

し
て
も
約
20
万
円
、
年
収
2

3
5
万
円
ほ
ど
に
し
か
な
り

ま
せ
ん
。
東
京
地
評
の
生
計

費
試
算
調
査
（
2
千
円
）
か

ら
は
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま

す
。
東
京
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
で
の
上
乗
せ
、
年
度
内

で
の
再
引
き
上
げ
も
視
野
に

取
り
組
み
を
強
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇

非
正
規
だ
け
が
増
え
た

東
京
地
評
は
、
8
月
1
日

（
金
）
と
4
日
（
月
）
、
東

京
労
働
局
前
で
最
低
賃
金
の

大
幅
引
上
げ
を
求
め
宣
伝
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

白
滝
さ
ん
（
Ｃ
Ｕ
東
京
・

書
記
長
）
は
、
「
経
団
連
が

「
新
時
代
の『
日
本
的
経
営
』」

を
発
表
し
た
の
が
1
9
9
5

年
。
失
わ
れ
た
30
年
と
言
わ

れ
る
が
、
派
遣
法
を
改
悪
し

原
則
禁
止
で
あ
っ
た
も
の

を
、
派
遣
は
原
則
可
能
と
し

た
。
今
や
就
労
者
の
40
％
が

非
正
規
労
働
者
と
な
り
低
賃

金
を
ま
ん
延
化
さ
せ
た
。
」

と
政
府
を
批
判
。
「
物
価
高

で
暮
ら
し
は
危
機
的
な
状
況

だ
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
上

げ
に
全
力
を
上
げ
る
べ
き
。」

強
調
し
ま
し
た
。
柳
澤
さ
ん

（
印
刷
関
連
ユ
ニ
オ
ン
・
書

記
長
）
は
、
「
最
賃
引
上
げ

を
中
小
企
業
が
足
を
引
っ
張

る
悪
者
に
見
え
る
が
事
実
で

は
な
い
。
適
正
な
価
格
を
置

き
去
り
に
大
企
業
の
横
暴
が

中
小
企
業
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
。
政
府
は
内
部
留
保
へ

の
課
税
を
含
め
、
適
正
取
引

を
担
保
す
る
公
契
約
法
を
制

定
す
べ
き
。
」
と
中
小
企
業

支
援
を
求
め
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
（
以
下
「
人

勧
」
）
は
国
家
公
務
員
だ
け

で
な
く
、
地

方
公
務
員
や

独
立
行
政
法

人
や
関
連
法

人
、
ケ
ア
労

働
者
な
ど
9

0
0
万
人
の
給
与
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
東
京
地

評
公
務
部
会
、
東
京
春
闘
と

東
京
国
公
は
今
年
度
の
人
勧

を
前
に
7
月
25
日
の
夕
刻
、

人
事
院
前
で
共
同
の
集
会
を

行
い
ま
し
た
。

主
催
者
の
矢
吹
議
長
は
、

「
政
府
は
給
与
や
退
職
金
を

繰
り
返
し
引
下
げ
て
き
た
。

こ
の
2
年
間
賃
金
改
善
を
図

っ
た
が
、
そ
の
穴
埋
め
に
は

遠
く
及
ば
ず
、
減
ら
し
続
け

た
人
員
を
置
き
去
り
し
、
長

時
間
労
働
が
ま
ん
延
し
て
い

る
。
魅
力
あ
る
公
務
職
場
に

は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
」

と
厳
し
く
批
判
、
さ
ら
に
定

期
昇
給
が
停
止
す

る
55
歳
、
賃
金
水

準
が
7
割
と
な
る

60
歳
に
対
し
、『
55

歳
の
壁
と
60
歳
の

崖
』
と
な
る
給
与

体
系
の
是
正
と
解
消
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

連
帯
挨
拶
で
は
香
月
さ
ん

（
全
労
連
・
公
務
労
組
連
絡

会
）
は
、
「
今
年
度
の
人
勧

ポ
イ
ン
ト
は
、
す
べ
て
の
年

代
、
60
歳
再
任
用
、
再
雇
用

の
大
幅
賃
上
を
図
る
こ
と
。

特
に
中
高
年
齢
者
へ
の
底
上

げ
が
重
要
で
あ
り
、
民
間
給

与
の
比
較
対
象
規
模
を
特
定

の
官
職
に
絞
っ
て
改
善
す
る

の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
労

働
者
を
対
象
と
す
べ
き
」
と

し
ま
し
た
。佐
々
木
さ
ん（
福

祉
保
育
労
）
は
、
「
人
勧
の

改
定
水
準
は
、
民
間
の
給
与

改
定
の
指
標
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
公
定
価
格
で
就
労

す
る
医
療
や
福
祉
現
場
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
公

務
が
上
が
る
と
、
私
た
ち
の

職
場
で
も
ベ
ア
が
展
望
で
き

ま
す
。
人
手
不
足
が
深
刻
な

中
、
人
勧
の
大
幅
引
上
げ
に

期
待
し
ま
す
。
」
と
参
加
者

を
激
励
し
ま
し
た
。

戦
後
・
被
爆
か
ら
80
年
を

迎
え
た
今
年
、
ア
メ
リ
カ
と

イ
ス
ラ
エ
ル
は
人
類
に
再
び

核
の
恐
怖
を
呼
び
覚
ま
す
イ

ラ
ン
核
施
設
に
無
法
な
攻
撃

を
行
い
ま
し
た
。
一
方
で
、

2
0
2
1
年
に
発
効
し
た
核

兵
器
禁
止
条
約
は
、
93
カ
国

が
署
名
し
国
連
加
盟
国
の
半

数
に
迫
る
勢
い
で
す
。
国
内

で
も
、
条
約
へ
の
参
加
を
求

め
る
意
見
書
を
採
択
し
た
自

治
体
が
4
割
を
超
え
、
世
論

と
運
動
が
核
保
有
国
を
追
い

詰
め
る
確
か
な
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
は
、
世
界
の
軍
事
対
立

が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
条
約

を
力
に
情
勢
を
打
開
し
よ
う

と
、
多
く
の
労
働
組
合
や
市

民
、
各
国
政
府
の
代
表
が
こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
結
集
し

ま
し
た
。
（
2
面
に
続
く
）

【
事
務

局
長

岡

村
稔
】
7

月
25
日

（
金
）、
東

京
西
部
ブ

ロ
ッ
ク
の

主
催
で

「
だ
れ
で

も
時
給
2

0
0
0
円

め
ざ
そ

う
」
新
宿

ア
ピ
ー
ル

デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。
新
宿

駅
東
口
広
場
で
の
宣
伝
と
新

宿
駅
周
辺
の
デ
モ
に
30
数
人

が
参
加
。
主
催
者
あ
い
さ
つ

を
し
た
伊
藤
之
知
新
宿
区
労

連
議
長
は
「
政
府
が
最
低
賃

金
の
引
上
げ
目
標
を
「
2
0

2
0
年
代
に
全
国
平
均
1
5

0
0
円
」と
し
た
が
、遅
す
ぎ

る
。若
者
が
単
身
、新
宿
で
働

き
、
生
活
す
る
に
は
い
く
ら

必
要
か
、
私
た
ち
が
調
査
し

た
結
果
で
は
、
月
28
万
円
、

時
間
給
1
8
8
4
円
必
要
と

い
う
結
果
だ
。
『
最
低
賃
金

2
0
0
0
円
』
を
目
標
に
す

べ
き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

地
評
作
成
の
最
低
生
計
費
チ

ラ
シ
2
0
0
枚
を
配
布
し
、

最
賃
2
0
0
0
円
を
掲
げ
た

横
断
幕
と
ス
イ
ン
グ
ボ
ー
ド

を
掲
げ
、
夏
場
対
策
用
に
作

成
し
た
「
だ
れ
で
も
時
給
2

0
0
0
円
め
ざ
そ
う
」
ロ
ゴ

入
り
の
ビ
ブ
ズ
を
着
用
し
て

行
進
し
ま
し
た
。「
最
低
賃
金

い
ま
す
ぐ
あ
げ
ろ
」「
物
価
以

上
に
賃
金
あ
げ
ろ
」「
ケ
ア
労

働
者
の
賃
金
上
げ
ろ
」
と
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
る

と
、沿
道
の
若
者
か
ら「
時
給

2
0
0
0
円
は
い
い
ぞ
！
」

と
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

生計費に見合う最低賃金を生計費に見合う最低賃金を

全国初となる最賃2000円のデ
モ行進に沿道からは声援も

前
年
上
回
る
目
安
額
６３
円

暮
ら
し
改
善
に
全
く
不
十
分

定価 1部40円（送料別）
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だれでも時給２０００円めざそう

（毎月15日発行）

被
ば
く
８０
年
原
水
禁
世
界
大
会

被
ば
く
８０
年
原
水
禁
世
界
大
会

新宿区労連

人類は核と共存できない 8月5日
（政府代表と市民社会の対話分科会）

つ
な
が
れ
次
世
代
に

ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
実
相

東京労働局では8月1日、異例の中賃と地賃が
同日同所開催となった（写真は8月4日（月））

２
０
２
５
年
度
人
事
院
勧
告

２
０
２
５
年
度
人
事
院
勧
告

人勧は民間を含む900万人
に影響を与える

lapaz@chihyo．jp

取
り
も
ど
せ
！
魅
力
あ
る
職
場

大
幅
な
給
与
ア
ッ
プ
求
め
る


